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【は じめ に 】

ダ ンサ ー や ス ポ ー ツ選 手 に対 す る障 害 後 の 早 期

回 復 を 目 的 と し て 発 明 ・開 発 さ れ たGyrotonic

Expantion Systemは 、1982年 米Juliu Horvathに よ る

製作 時以 来 、多 くの実 施 者 が そ の効 果 を認 め つ つ

も、基 礎 、科 学 的立 証 は未 だ な され てい ない 。

 我 々 の 目的 は 、本 研 究 の一 連 の成 果 が 、 近 い 将

来 日本 に お い て の ス ポ ー ツ選 手 の パ フ ォーマ ンス

向上 及 び リハ ビ リ領 野 へ の実 施 の糸 口 とな る よ う、

Gyrotonic Method (以 下G. M. と呼 称) の 効 果 の 検

証 と処 方 の確 立 を め ざす もの で あ る。 前 回 は 、G.

M.の 筋 作 業 の 特徴 を、ダ ンスの 基 礎 レ ッス ンで 用

い られ て い るバ ー レ ッス ン と比 較 した1)。

 今 回 は 、G. M.ト レー ニ ングが 及 ぼす パ フ ォーマ

ンス の効 果 を検 証 す る もので あ る。

【研 究方 法 】

1. 内容

G. M. のBasic Exercise Program (Pulley Combi-

nation Unit Tower使 用) の う ち、 上 肢 、 下 肢 を

 含 む トレー ニ ング (19種 類 、約40分) を週3回

8週 間実 施 。測 定 は 、 トレー ニ ング実 施 前 、 開

始4週 間後 、 お よび8週 間 の トレーニ ン グ終 了

後 の計3回 行 っ た。

2. 被験 者 及 び実 施 期 間

女子 大 学 生 (バ トン トワ ー リ ング部 所 属 歴1

年) 7名 。 実 施 期 間 は5月 上 旬 ～7月 下 旬 。

3. 測定 項 目

1) 形 態 一 身長 、体 重 及 び周 育6ヶ 所 (胸 囲 、

腹 囲 、腰 囲 、上 腕 囲 、大 腿 囲 、下 腿 囲)。

2) 体 構 成 一皮 下 脂 肪 厚2ヶ 所 (背、上 腕 背 部

を測 定 しFat (%) を算 出 した。

3)柔 軟 性 及 び 関 節 可動 域 一上 体 そ ら し、体 前

屈 、股 関節 (前後 開脚 指 数 、左 右 開脚 角 度)、

足 部 (甲、 フ レ ッ ク ス 、 ル ルベ 角 度)、 脚 部

(仰 臥位 前 方 上 挙 角 度) の8項 目。

4) 立 位 時 の 片 足 上 挙保 持 一前 方 上 挙 (ド ゥバ

ン)、 側 方 上 挙 (ア ・ラ ・ス ゴ ン ド) 角 度 の

2項 目。

【結 果 】

1) 形 態 、 体 構 成 、 周 育 (表1、 表2参 照)

8週 間 の トレー ニ ング前 ・後 を比 較 す る と体 重

は 、50.86kgか ら50.0kg、 Fat (%) は24.62か ら19.21

へ と共 に有 意 な減 少 が み られ た。周 育 も、6ケ 所 の

測 定 部 位 中 、4ヶ 所 (胸 囲 、腹 囲 、 大 腿 囲 、 下 腿

囲) に有 意 な減 少 が み られ た 。 これ は 、 除 脂肪 体

重 (LBM) の2.08kg増 加 と体 脂 肪 含 有 量 の2.89kg減

少 の 差 に よ る もの と思 わ れ る。

2) 柔軟及び関節可動域 (表3参 照)

柔軟及び関節可動域の測定8項 目中、6項 目 (体

幹部-(1)伏 臥上体そらし(2)体前屈、足部-(3)甲 、

(4)ルルベ、脚部-(5)前 後開脚(6)仰臥位 による片足

上挙) に有意な上昇がみられた。

3) 立 位 時 の片 足 上 挙 保 持 (図-1参 照)

片 手 で バ ー を握 っ た際 の 、片 足 上 挙 (前 、側 方)

保 持 の 角 度 につ い て 、 前 方 で は トレー ニ ン グ前 が

69.4° で あ った もの が 、中76.3° 、後78.5° と徐 々

に高 く上 挙 保 持 が 可 能 に な り、 前 、 中 間 で は1%

の 危 険 率 で 有 意 に差 が あ る こ とが 認 め られ た 。 ま

た、側 方 に関 して も前91.0° が後100.4° と9.4° 上

昇 、さ ら に上 挙 脚 と体 幹 部 との 角 度 は 、前109.1°

か ら後99.6° と9.5° 有 意 に狭 ま っ た。 この こ と よ

り上 挙 保 持 に必 要 なバ ラ ン スや 、 足 を引 き上 げ る

能 力 の 向 上 が 認 め られ た と考 え られ る。
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図-1 立位時の片足上挙保持角度
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